
中
国
文
学
報　

第
八
十
五
册

─ 140─

　

中
國
に
お
け
る
杜
甫
研
究
の
熱
量
は
一
貫
し
て
す
さ
ま
じ
く
、
研

究
書
・
注
釋
書
の
類
が
息
を
つ
く
暇
も
な
い
ペ
ー
ス
で
毎
年
陸
續
と

出
版
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、『
杜
甫
研
究
學
刊
』
と
い
う
專
門

の
季
刊
誌
ま
で
存
在
し
、
二
十
五
年
以
上
（
繼
續
前
誌
の
『
草
堂
』
も

含
め
れ
ば
三
十
年
以
上
）
に
わ
た
っ
て
發
行
さ
れ
續
け
て
い
る
。
そ
れ

に
比
べ
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
杜
甫
研
究
の
成
果
が
數
量
的
に
寥
寥

と
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
近
年
に
な
っ
て
杜
甫
に
關
す
る
專
著
が
日
本
で
も
相
次
い

で
出
版
さ
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
變
化
と
い
え
る
。
こ
こ

五
・
六
年
の
閒
に
刊
行
さ
れ
た
研
究
書
・
一
般
書
を
ざ
っ
と
以
下
に

擧
げ
て
み
る
と
、

○
古
川
末
喜
著
『
杜
甫
農
業
詩
研
究
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八
年

八
月
）

○
宇
野
直
人
・
江
原
正
士
著
『
杜
甫
─
─
偉
大
な
る
憂
鬱
』（
平
凡

社
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）

○
興
膳
宏
著
『
杜
甫
─
─
憂
愁
の
詩
人
を
超
え
て
』（
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
九
年
十
月
）

○
後
藤
秋
正
著
『
東
西
南
北
の
人
─
─
杜
甫
の
詩
と
詩
語
』（
研
文

出
版
、
二
〇
一
一
年
十
月
）

○
川
合
康
三
著
『
杜
甫
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
十
月
）

○
後
藤
秋
正
著
『
杜
甫
詩
話
─
─
何
れ
の
日
か
是
れ
歸
年
な
ら
ん
』

（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
）

○
谷
口
眞
由
實
著
『
杜
甫
の
詩
的
葛
藤
と
社
會
意
識
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
三
年
二
月
）

○
後
藤
秋
正
著
『
花
燃
え
ん
と
欲
す
─
─
続
・
杜
甫
詩
話
』（
研

文
出
版
、
二
〇
一
四
年
九
月
）

書　
　

評

中
國
詩
文
研
究
會 

松
原
朗
編

『
生
誕
千
三
百
年
記
念 

杜
甫
研
究
論
集
』

遠 　

藤 　

星 　

希
明
海
大
學
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こ
れ
に
加
え
て
、
未
完
に
終
わ
っ
て
い
た
吉
川
幸
次
郎
氏
の
『
杜

甫
詩
注
』
が
、
興
膳
宏
氏
の
補
筆
・
編
集
に
よ
っ
て
岩
波
書
店
か
ら

繼
續
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
二
〇
一
二
年
十
一
月
か
ら
二
〇
一
四
年

十
月
現
在
に
至
る
ま
で
に
、
第
一
・
二
・
六
・
七
・
八
册
が
刊
行
濟
み
）、

さ
ら
に
は
、
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
の
解
釋
に
依
據
し
た
杜
甫

詩
の
全
譯
注
が
、
約
四
十
名
の
共
同
執
筆
に
よ
っ
て
講
談
社
學
術
文

庫
か
ら
刊
行
予
定
で
あ
る
こ
と
も
、
今
後
の
大
き
な
樂
し
み
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
杜
甫
研
究
の
機
運
の
高
ま
り
は
、
二
〇
一
二
年
が
杜
甫

の
生
誕
千
三
百
年
に
當
た
る
こ
と
と
決
し
て
無
關
係
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
國
文
學
報
』
第
八
三

册
は
、「
杜
甫
誕
生
一
千
三
百
年
特
刊
」
と
し
て
杜
甫
に
關
す
る
論

文
十
四
篇
を
一
擧
掲
載
し
た
（
な
お
、
一
九
六
二
年
發
行
の
『
中
國
文

學
報
』
第
十
七
册
で
も
、「
杜
甫
誕
生
一
千
二
百
五
十
年
特
刊
」
と
し
て
特

集
が
組
ま
れ
て
い
る
）。
こ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
刊
行
さ
れ
た

の
が
、
中
國
詩
文
研
究
會 

松
原
朗
編
『
生
誕
千
三
百
年
記
念 

杜
甫

研
究
論
集
』
で
あ
る
。

　

本
論
文
集
に
收
録
さ
れ
た
論
文
の
數
は
、
全
部
で
十
四
篇
。
松
原

朗
氏
の
「
ま
え
が
き
」「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
著
者
の
内
譯
は
、

中
國
詩
文
研
究
會
の
會
員
の
七
篇
、
會
員
外
の
日
本
の
研
究
者
の
四

篇
、
中
國
の
研
究
者
の
三
篇
で
あ
る
。
な
お
、
中
國
の
研
究
者
の
三

篇
は
い
ず
れ
も
既
發
表
で
あ
り
、
杜
甫
に
關
す
る
著
者
自
身
の
論
文

の
中
か
ら
一
番
の
自
信
作
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
日
本
語
に

翻
譯
し
た
も
の
。
全
體
は
四
部
に
分
け
て
配
列
さ
れ
て
お
り
、
第
一

部
は
「
杜
甫
の
生
涯
の
一
時
期
に
密
着
し
た
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
六

篇
」、
第
二
部
は
「
詩
體
論
も
し
く
は
主
題
論
に
關
わ
る
五
篇
」、
第

三
部
は
「
書
誌
校
勘
に
關
わ
る
一
篇
」、
第
四
部
は
「
日
本
に
お
け

る
杜
甫
受
容
を
論
じ
た
二
篇
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
に
收
録
さ
れ

た
論
文
の
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
著
者
名
を
記
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
（
敬
稱
略
）。

〈
第
一
部
〉

天
寶
十
四
載
、
杜
甫
四
十
四
歳
─
─
仕
官
前
夜
の
詩
と
人
生
─
─　

古
川
末
喜

杜
甫
の
「
詩
の
死
」
─
─
そ
し
て
秦
州
に
お
け
る
詩
の
復
活
─
─　

松
原
朗

杜
甫
の
舊
居
を
詠
ず
る
唐
末
・
五
代
の
詩
─
─
同
谷
と
成
都
を
中
心
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と
し
て
─
─　

後
藤
秋
正

杜
甫
の
ま
わ
り
の
小
さ
な
生
き
物
た
ち　

川
合
康
三

杜
甫
の
離
蜀
後
の
行
跡
に
關
す
る
考
察
─
─
な
ら
び
に
杜
甫
の
死
に

つ
い
て
─
─　

陳
尚
君
［
石
井
理
譯
］

杜
甫
「
李
潮
八
分
小
篆
歌
」
の
李
潮
は
李
陽
冰
で
は
な
い
の
か

─
─
戸
崎
哲
彦
氏
〈
非0

同
一
人
物
説
〉
へ
の
疑
問
─
─　

内
田
誠
一

〈
第
二
部
〉

杜
甫
七
律
の
「
變
格
」
の
原
理
と
意
義
─
─
明
代
詩
論
に
見
ら
れ
る

七
律
の
傾
向
に
關
す
る
論
爭
を
手
が
か
り
に
─
─　

葛
曉
音
［
丸
井

憲
譯
］

七
言
拗
律
論
の
濫
觴
と
展
開
─
─
杜
甫
か
ら
黄
庭
堅
へ
と
受
け
繼
が

れ
た
も
の
─
─　

丸
井
憲

杜
甫
の
〈
友
情
詩
〉
に
關
す
る
覺
書　

高
橋
良
行

杜
陵
野
客
と
腐
儒　

土
谷
彰
男

「
暝
色
」
の
平
仄
に
つ
い
て
─
─
仇
兆
鰲
の
音
注
に
對
す
る
一
つ
の

疑
問
─
─　

矢
田
博
士

〈
第
三
部
〉

宋
人
に
よ
る
杜
詩
校
勘
の
成
果
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て　

莫
礪
鋒

［
石
碩
譯
］

〈
第
四
部
〉

杜
甫
の
越
え
て
ゆ
く
言
葉
─
─
子
規
の
眼
─
─　

加
藤
國
安

國
語
科
教
材
の
中
の
杜
甫　

堀
誠

　

執
筆
陣
に
は
日
中
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
が
揃
え
ら
れ
て

い
る
。
各
論
文
の
テ
ー
マ
・
問
題
意
識
は
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、

「
ま
え
が
き
」
で
「
配
列
に
は
工
夫
し
た
つ
も
り
だ
が
、
便
宜
的
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
面
も
あ
る
」
と
斷
っ
て
い
る
松
原
朗
氏
の

苦
慮
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
ま

さ
に
執
筆
者
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
多
彩
さ
に

あ
る
。
本
書
を
通
讀
す
れ
ば
、
細
分
化
さ
れ
た
杜
甫
研
究
の
各
分
野

に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
、
お
よ
び
問
題
點
を
横
斷
的
に
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
な
だ
け
で
な
く
、
當
該
分
野
に
お
け
る
最
新
の
成
果

が
執
筆
者
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
そ
の
瞬
閒
に
、
讀
者
は
立
ち
會

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
下
、
本
書
所
收
の
論
文
に
つ
い
て
紹
介
し
、
卑
見
を
述
べ
た
い

と
思
う
。
た
だ
紙
幅
の
關
係
も
あ
り
、
收
載
論
文
を
滿
遍
な
く
評
す
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る
こ
と
は
、
未
熟
な
評
者
の
手
に
剩
る
。
紹
介
が
部
分
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
御
容
赦
頂
き
た
い
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

肅
宗
の
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
七
月
、
杜
甫
は
華
州
司
功
參
軍
の

職
を
罷
め
、
家
族
を
連
れ
て
西
の
秦
州
に
向
か
っ
た
。
同
年
八
月
に

秦
州
に
到
着
し
、
當
地
に
約
三
箇
月
逗
留
す
る
。
こ
の
秦
州
の
時
期

を
境
に
し
て
、
杜
甫
の
詩
の
内
容
に
變
化
が
生
じ
た
こ
と
は
、
多
く

の
研
究
者
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
變
化
が
何

に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
は
、
い
ま
だ
定
説
を
見
な
い
。
本
書
に
收

め
る
松
原
朗
氏
の
「
杜
甫
の
「
詩
の
死
」
─
─
そ
し
て
秦
州
に
お
け
る

詩
の
復
活
─
─
」
は
、
こ
の
大
き
な
問
題
に
正
面
か
ら
挑
み
、
一
つ

の
答
え
を
提
示
し
た
意
欲
的
な
論
考
で
あ
る
。

　

同
論
文
中
で
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
秦
州
の
詩
が
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
樣
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と

は
、
す
で
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、
全

て
を
五
言
詩
が
獨
占
。
曰
く
、
微
細
な
も
の
、
生
命
力
の
衰
弱
し
た

も
の
へ
の
關
心
の
集
中
。
曰
く
、
形
象
の
裏
面
に
延
び
る
グ
ロ
テ
ス

ク
な
想
像
力
。
問
題
と
す
べ
き
は
、
い
っ
た
い
何
が
こ
の
よ
う
な
特

徴
を
杜
甫
の
詩
に
も
た
ら
し
た
の
か
で
あ
る
」（
七
一
頁
）。
松
原
氏

は
さ
ら
に
述
べ
る
。「
今
迄
の
研
究
で
は
、
秦
州
の
詩
に
起
こ
っ
た

新
し
い
事
態
を
、
杜
甫
が
秦
州
で
出
合
っ
た
「
新
し
い
風
土
」
と
結

び
つ
け
て
解
釋
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
有
效
な

方
法
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」（
七
二
頁
）。

　

そ
こ
で
松
原
氏
が
着
目
し
た
の
が
、
華
州
を
發
っ
て
か
ら
秦
州
に

到
着
す
る
ま
で
に
、
杜
甫
が
一
篇
の
詩
も
作
っ
て
い
な
い
と
い
う
事

實
で
あ
る
。
松
原
氏
が
豐
富
な
例
を
擧
げ
て
證
す
る
よ
う
に
、
杜
甫

は
「
一
定
期
閒
逗
留
し
た
土
地
を
去
っ
て
旅
程
に
上
る
と
き
に
、
出

立
の
詩
を
作
る
の
が
通
例
」（
四
九
頁
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
華
州
出

立
の
詩
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
杜
甫
は
そ
の
後
、
秦
州
か

ら
秦
嶺
を
越
え
て
同
谷
に
赴
く
時
も
、
同
谷
か
ら
蜀
道
を
越
え
て
成

都
に
赴
く
時
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
越
え
を
描
く
二
組
の
各
一
二
首

か
ら
な
る
大
規
模
な
紀
行
詩
を
作
っ
て
い
る
」（
五
一
頁
）
の
だ
が
、

秦
州
へ
の
道
中
で
は
、
古
來
名
だ
た
る
隴
山
を
經
由
す
る
に
も
關
わ

ら
ず
、
一
篇
の
詩
も
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
確
か
に
奇
妙
な
現

象
と
い
え
る
。
松
原
氏
は
こ
の
作
詩
の
空
白
を
「
詩
の
死
」
と
名
づ
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け
、
秦
州
に
お
け
る
詩
作
の
再
開
を
「
詩
の
死
」
か
ら
の
復
活
と
位

置
づ
け
た
。
そ
し
て
、
秦
州
に
お
け
る
杜
甫
の
詩
の
變
容
を
、
そ
の

直
前
の
「
詩
の
死
」
と
の
關
係
か
ら
と
ら
え
直
そ
う
と
試
み
た
の
で

あ
る
。

　

で
は
「
詩
の
死
」
を
杜
甫
に
も
た
ら
し
た
原
因
は
何
か
。
松
原
氏

は
そ
れ
を
、
華
州
司
功
參
軍
を
免
官
さ
れ
た
時
に
受
け
た
精
神
的
負

傷
に
由
來
す
る
と
み
な
し
、
そ
の
負
傷
の
内
容
は
「
杜
甫
の
人
格
的

尊
嚴
が
蒙
っ
た
恥
辱
」（
七
三
頁
）
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
こ
の
推
測

の
根
據
と
し
て
、
松
原
氏
は
「
秦
州
期
に
お
け
る
諷
喩
の
變
質
」

（
同
頁
）
を
擧
げ
る
。
松
原
氏
曰
く
、
華
州
以
前
の
杜
甫
の
詩
に
は
、

わ
が
身
の
不
幸
や
苦
境
を
更
な
る
苦
難
の
中
に
い
る
民
衆
へ
の
共
感

に
擴
大
し
、「
世
界
の
隅
々
の
痛
み
を
己
れ
の
痛
み
と
し
て
直
覺
す

る
『
身
體
の
肥
大
化
』
と
も
稱
す
べ
き
感
覺
」（
六
二
頁
）
が
見
ら
れ

た
。「
こ
の
感
覺
を
根
底
で
保
證
し
て
い
る
の
は
、
制
度
と
し
て
の

『
天
子
』」
で
あ
り
、「
杜
甫
と
天
子
の
關
係
は
、
杜
甫
の
天
子
に
對

す
る
信
賴
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
」（
六
三
頁
）。
そ
し
て
秦
州
期

に
お
け
る
杜
甫
の
諷
喩
詩
に
は
「
身
體
の
肥
大
化
」
の
感
覺
が
消
滅

し
て
い
る
こ
と
を
さ
ら
に
指
摘
し
、
こ
の
變
質
を
「
肅
宗
に
よ
っ
て

杜
甫
の
人
格
尊
嚴
が
否
定
さ
れ
た
、
そ
の
肅
宗
の
仕
打
ち
に
よ
っ
て
、

杜
甫
の
『
天
子
』
肅
宗
に
對
す
る
信
頼
の
思
い
が
破
滅
し
た
」（
七

三
頁
）
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
み
な
す
。
杜
甫
に
お
け
る
「
詩
の

死
」
は
、
こ
う
し
た
精
神
的
負
傷
が
も
た
ら
し
た
堪
え
難
い
苦
痛
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
秦
州
時
期
の
詩
が
「
逡
巡
し
、
躊
躇
し
、
辟
易

し
、
屈
折
し
て
、
自
己
撞
着
の
隘
路
を
行
き
來
す
る
底
の
も
の
だ
っ

た
」（
八
一
頁
）
の
は
、「
詩
の
復
活
」
後
も
な
お
長
安
の
世
界
に
繋

が
れ
、「
君
を
堯
舜
の
上
に
致
さ
ん
」（「
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
」

詩
）
と
い
う
觀
念
に
繋
が
れ
て
い
た
以
前
の
「
吾
が
道
」
を
、
杜
甫

が
清
算
し
て
ゆ
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。

　

以
上
、
ほ
か
に
も
數
あ
る
重
要
な
指
摘
や
論
據
を
、
紙
幅
の
關
係

で
十
分
に
は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
憾
み
と
し
つ
つ
、
松
原

氏
の
論
考
の
核
と
な
る
部
分
を
評
者
な
り
に
ま
と
め
て
み
た
。
松
原

氏
の
指
摘
の
中
で
と
り
わ
け
斬
新
な
の
は
、
秦
州
期
に
お
け
る
杜
甫

の
詩
の
變
容
を
、
秦
州
の
風
物
の
み
で
は
な
く
、
詩
人
の
内
面
の
變

化
に
も
起
因
す
る
も
の
と
み
な
し
た
點
、
そ
し
て
そ
の
内
面
の
變
化

を
考
察
す
る
に
當
た
っ
て
、
詩
人
と
天
子
と
の
關
係
性
と
い
う
視
角

を
新
た
に
導
入
し
た
點
で
あ
る
。「
そ
の
變
化
の
根
柢
に
あ
る
の
が
、
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連
作
二
十
首
（
評
者
注
…
秦
州
雜
詩
二
十
首
を
指
す
）
の
最
後
に
至
っ

て
表
明
さ
れ
た
『
唐
堯
眞
自
聖
、
野
老
復
何
知
』
と
い
う
認
識
、
す

な
わ
ち
天
子
と
自
分
と
の
閒
に
は
通
路
が
閉
ざ
さ
れ
關
係
が
切
斷
し

て
い
る
と
い
う
杜
甫
の
無
力
感
な
の
で
あ
る
」（
七
〇
頁
）。
松
原
氏

が
提
示
し
た
、
こ
の
天
子
と
詩
人
と
の
「
切
斷
」
と
い
う
視
點
に
、

評
者
は
深
い
感
銘
を
覺
え
た
。
杜
詩
の
分
析
に
こ
の
視
點
を
導
入
す

る
こ
と
は
、
ひ
と
り
秦
州
時
期
の
詩
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
後
の
杜

詩
の
特
質
を
さ
ら
に
解
明
す
る
た
め
に
も
極
め
て
有
效
な
手
段
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
、
松
原
氏
の
論
考
の
中
で
ど
う
し
て
も
違
和
感
を
拭
え
な
い

箇
所
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
華
州
で
最
後
に
作
ら
れ
た
の
は
、
次
の
詩

で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
集
で
『
華
州
の
罷
官
』
に
言
及
す
る
の
は
こ
の

詩
だ
け
で
あ
る
の
で
、
先
入
見
な
し
に
注
意
深
く
讀
む
必
要
が
あ

る
」（
四
三
頁
）
と
し
て
氏
が
擧
げ
る
、
五
言
八
句
の
古
體
詩
「
立
秋

後
題
」
の
後
半
部
「
平
生
獨
往
願
、
惆
悵
年
半
百
。
罷
官
亦
由
人
、

何
事
拘
形
役
」
を
め
ぐ
る
解
釋
に
つ
い
て
で
あ
る
。
松
原
氏
は
「
罷

官
亦
由
人
」
を
「
官
を
罷
め
る
の
は
人
の
せ
い
だ
」
と
譯
し
、
そ
の

根
據
と
し
て
杜
甫
「
有
懷
台
州
鄭
十
八
司
戸
」
詩
の
句
「
性
命
由
他

人
」
を
擧
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
こ
の
用
例
を
見
て
も
、『
由

人
』
が
、
惡
意
の
人
に
よ
っ
て
不
利
益
を
蒙
る
意
味
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
時
の
罷
官
が
、
人
に
強
要
さ
れ
た
結
果
で
あ

る
こ
と
は
紛
れ
よ
う
も
な
い
」（
四
三
頁
）。
そ
し
て
陶
淵
明
「
歸
去

來
兮
辭
」
の
「
既
自
以
心
爲
形
役
、
奚
惆
悵
而
獨
悲
」
を
明
ら
か
に

踏
ま
え
て
い
る
末
句
「
何
事
拘
形
役
」
を
、「
杜
甫
の
痛
ま
し
い
ば

か
り
の
自
己
正
當
化
の
あ
が
き
」
と
み
な
す
こ
と
で
、
整
合
性
を
つ

け
て
い
る
。

　

し
か
し
評
者
は
、「
罷
官
亦
由
人
」
を
「
官
を
罷
め
る
の
は
人
の

せ
い
だ
」
と
解
釋
す
る
こ
と
に
躊
躇
を
覺
え
る
。
こ
の
句
の
解
釋
に

つ
い
て
は
、
後
藤
秋
正
氏
の
論
文
「
杜
詩
「
因
人
」
考
」（『
中
國
文

化
』
六
六
、
二
〇
〇
八
。
の
ち
同
氏
著
『
東
西
南
北
の
人
─
─
杜
甫
の
詩
と

詩
語
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
に
も
題
を
改
め
て
再
録
）
を
參
考
に
す
べ

き
だ
ろ
う
。
後
藤
氏
は
、
陶
淵
明
「
榮
木
」
詩
の
「
貞
脆
由
人
、
禍

福
無
門
」、
鮑
照
「
擬
行
路
難
十
八
首
」
其
十
八
の
「
諸
君
莫
歎
貧
、

富
貴
不
由
人
」、
お
よ
び
崔
湜
「
至
桃
林
塞
作
」
詩
の
「
抱
冤
非
忤

物
、
罹
謗
豈
由
人
」
を
例
示
し
、
杜
甫
の
「
罷
官
亦
由
人
」
が
意
味

す
る
と
こ
ろ
を
、「
杜
甫
が
官
を
罷
め
た
の
は
、
彼
の
、
束
縛
を
嫌
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い
、
自
由
を
尊
ぶ
氣
質
に
由
來
す
る
も
の
だ
」
と
み
な
し
て
い
る
。

評
者
は
さ
ら
に
『
文
選
』
に
お
け
る
用
例
を
調
査
し
て
み
た
が
、
全

三
例
あ
る
「
人
に
由
る
」
─
─
班
彪
「
王
命
論
」
の
「
吉
凶
は
人
に

由
る
」、
陸
機
「
辯
亡
論
下
」
の
「
險
を
守
る
の
人
に
由
る
を
言
う

な
り
」、
劉
峻
「
辯
命
論
」
の
「
榮
辱
の
境
、
獨
り
人
に
由
る
と
曰

わ
ん
や
」
─
─
は
、
い
ず
れ
も
「
個
人
の
資
質
に
由
來
す
る
」「
そ

の
人
自
身
の
行
爲
次
第
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、「
立
秋
後
題
」
詩
の
「
罷
官
亦
由
人
」

か
ら
「
先
入
見
な
し
に
」
ま
ず
讀
み
と
る
べ
き
は
「
官
を
罷
め
る
も

罷
め
な
い
も
自
分
次
第
」
と
い
う
詩
人
の
自
己
認
識
で
あ
ろ
う
。
松

原
氏
が
根
據
と
し
て
擧
げ
る
詩
句
「
性
命
由
他
人
」
は
、
確
か
に

「
鄭
虔
の
運
命
が
他
人
に
弄
ば
れ
た
こ
と
を
悲
し
む
」
も
の
だ
が
、

こ
れ
は
「
他
人

0

0

に
由
る
」
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
な
り

得
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
人
に
由
る
」
の
解
釋
に
援
用
す
る
こ
と

に
は
愼
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
華
州
司
功
參
軍
を
辭
し
た
の
が
た
と
え
杜
甫
の
自
發

的
な
棄
官
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
秦
州
以
降
の
杜
詩
の
變
容
を
考
え

る
上
で
、
松
原
氏
の
論
考
が
そ
の
価
値
を
減
ず
る
こ
と
は
無
い
よ
う

に
評
者
は
思
う
。
最
も
重
要
な
の
は
、
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
官

を
辭
し
て
秦
州
に
到
着
し
た
時
、
天
子
と
詩
人
と
の
關
係
が
す
で
に

「
切
斷
」
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
か
ら
だ
。
天
子
を
中
心
と
す
る

秩
序
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
杜
甫
は
、
た
だ
の
根
な
し
草
と
な
っ
た
。

「
天
子
」
と
い
う
制
度
で
保
障
さ
れ
た
世
界
か
ら
の
離
脱
、
た
と
え

そ
れ
が
自
ら
の
選
擇
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
際
に
生
じ
た
精
神

的
空
白
が
「
詩
の
死
」
を
招
き
、「
詩
の
復
活
」
後
も
後
遺
症
と
し

て
世
界
の
あ
り
方
は
な
お
搖
ら
ぎ
、
詠
ま
れ
た
詩
篇
に
深
く
影
を
落

と
し
た
の
だ
と
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

文
學
史
や
概
説
書
の
類
で
杜
甫
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
際
、「
細
か

な
觀
察
眼
」「
日
常
的
な
題
材
を
詩
に
取
り
入
れ
た
」「
リ
ア
リ
ズ

ム
」
な
ど
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
し
ば
し
ば
並
べ
ら
れ
る
。
そ
う

し
た
常
套
の
フ
レ
ー
ズ
に
ど
こ
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
る
者
は
、

本
書
所
收
の
川
合
康
三
氏
「
杜
甫
の
ま
わ
り
の
小
さ
な
生
き
物
た

ち
」
を
讀
む
こ
と
で
溜
飮
が
下
が
る
で
あ
ろ
う
。
川
合
氏
の
當
論
文

は
、
杜
甫
が
成
都
の
浣
花
草
堂
に
い
た
時
期
の
詩
に
、
小
さ
な
生
き
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物
た
ち
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
こ
と
に
着
目
し
た
上
で
、
そ
う
し
た
生

き
物
た
ち
─
─
特
に
鳥
類
と
昆
蟲
と
魚
─
─
の
描
か
れ
方
を
分
析
す

る
こ
と
を
通
し
、
生
き
物
と
人
と
の
關
係
に
お
い
て
文
學
史
上
の
大

き
な
轉
換
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
實
證
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

川
合
氏
は
、
成
都
滯
在
期
の
作
の
中
か
ら
三
首
の
律
詩
「
卜

居
」・「
水
檻　

心
を
遣
る
」
二
首
の
一
・「
江
漲
」
を
例
と
し
て
取

り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
え
る
對
句
「
無
數
の
蜻せ

い

蜓て
い　

齊
し
く
上
下

し
、
一
雙
の
鸂け

い

鶒せ
き　

對
し
て
沈
浮
す
」・「
細
雨　

魚
兒
出
で
、
微
風　

燕
子
斜
め
な
り
」・「
細
や
か
に
動
く　

風
を
迎
う
る
燕
、
輕
や
か
に

搖
ら
ぐ　

浪
を
逐
う
鷗
」
に
お
け
る
小
さ
な
生
き
物
の
諸
相
を
、
主

に
そ
の
動
き

0

0

に
着
目
し
た
上
で
、
詳
し
く
分
析
す
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
導
き
出
さ
れ
た
知
見
を
、
川
合
氏
の
言
葉
を
借
り
て
提
示
す
る

な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
つ
は
、「
杜
甫
以
前
の
詩
の
な
か
で
は
、
小
動
物
も
人
が
與
え

た
意
味
を
帶
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
詩
の
な
か
に
用
い
ら
れ
た
」
の
に

對
し
て
、
杜
甫
が
成
都
滯
在
期
に
取
り
上
げ
た
小
さ
な
生
き
物
た
ち

は
「
そ
れ
ま
で
の
文
學
の
因
襲
の
な
か
で
定
め
ら
れ
て
い
る
意
味
」

を
も
た
ず
、「
寓
意
的
な
意
味
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
單
に
外

界
の
一
部
と
し
て
の
み
存
在
し
て
い
る
こ
と
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
、
本
性
に
從
っ
た
生
を
營
む
生
き
物
た
ち
の
、
自
然
と
調
和
し
た

情
景
が
「
日
々
の
充
足
感
に
浸
る
杜
甫
自
身
の
氣
分
と
一
體
と
な
っ

て
い
る
」
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
魚
と
鳥
は
ど
ち
ら
も
三
次

元
の
空
閒
を
自
在
に
運
動
す
る
動
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
對
句
に
仕

立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
場
合
に
伴
う
自
由
、
闊
達
と
い

っ
た
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
意
味
が
、
杜
甫
の
二
句
（
評
者
注

…
「
水
檻　

心
を
遣
る
」
詩
の
「
細
雨　

魚
兒
出
で
、
微
風　

燕
子
斜
め
な

り
」
を
指
す
）
に
は
な
い
」（
一
二
三
頁
）。「
江
漲
」
詩
の
「
輕
や
か

に
搖
ら
ぐ　

浪
を
逐
う
鷗
」
も
、『
列
子
』「
黄
帝
篇
」
の
有
名
な
逸

話
に
基
づ
く
「
無
邪
氣
で
自
然
な
心
と
い
っ
た
意
味
」
と
は
關
わ
り

が
な
い
。
小
さ
な
生
き
物
た
ち
は
、
何
か
を
表
現
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
人
か
ら
解
き
放
た
れ
」、

「
彼
ら
自
身
の
生
を
生
き
」、「
人
も
動
物
も
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
世

界
の
一
部
と
し
て
共
存
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
興
味
深
い
數
々
の
指
摘
は
、
い
ず
れ
も
詩
中
の
小
さ
な

動
物
が
詠
ま
れ
た
部
分
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
含
む
一
首
全
體
に
わ

た
っ
て
丹
念
に
分
析
さ
れ
た
上
で
導
き
出
さ
れ
て
お
り
、
説
得
力
に
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富
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
「
生
き
物
と
人
と
の
關
係
が
、
文
學
の
歴
史

の
な
か
で
新
し
い
か
た
ち
に
變
わ
っ
た
」（
一
三
二
頁
）
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
詩
に
は
詠
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
新
し
い
題
材
を
、
杜
甫
が
積
極
的
に
詩
に
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、

も
と
よ
り
重
要
な
文
學
史
的
事
實
で
あ
る
。
だ
が
川
合
氏
の
論
考
を

讀
ん
だ
今
、
同
じ
く
ら
い
重
要
で
、
か
つ
從
來
の
文
學
史
で
閑
却
さ

れ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
も
詩
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
は
い
た
も
の

の
、
あ
る
特
定
の
意
味
に
覆
わ
れ
て
い
た
物
か
ら
杜
甫
が
意
味
を
剥

奪
し
、
人
の
手
か
ら
解
き
放
っ
た
點
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
評

者
は
思
う
。

　

杜
甫
は
し
ば
し
ば
現
實
主
義
の
詩
人
と
呼
ば
れ
、
そ
の
詩
は
リ
ア

リ
ズ
ム
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
場
合
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」

と
い
う
語
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
不
條
理
に
滿
ち
た
社
會
の
現
實
を
あ
り

の
ま
ま
に
描
き
出
す
」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。

し
か
し
、
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー

の
い
う
「
非
日
常
化
」
と
い
う
側
面
か
ら
も
語
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
藝
術
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て
、

「
生
の
感
覺
を
回
復
し
、
事
物
を
意
識
せ
ん
が
た
め
に
、
石
を
石
ら

し
く
す
る
た
め
に
、
藝
術
と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
の
だ
。

知
る
こ
と
と
し
て
で
は
な
し
に
見
る
こ
と
と
し
て
事
物
に
感
覺
を
與

え
る
こ
と
が
藝
術
の
目
的
で
あ
り
、
日
常
的
に
見
慣
れ
た
事
物
を
奇

異
な
も
の
と
し
て
表
現
す
る
《
非
日
常
化
》
の
方
法
が
藝
術
の
方

法
」（
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
［
水
野
忠
夫
譯
］『
散
文
の
理
論
』

十
五
頁
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
七
一
年
）
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
杜
詩
に
お
け
る
藝
術
上
の
意
義
は
、
見
慣
れ
た
が
た
め
に

日
常
化
し
、
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
魚
や
鳥
を
「
非
日
常
化
」
し
て
、

生
の
感
覺
を
回
復
さ
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
よ
り
魚
や
鳥
ら
し
く

0

0

0

0

0

0

し
得
た
こ
と
に
存
す

る
と
い
え
る
。
寓
意
的
な
意
味
を
帶
び
て
い
た
そ
れ
ま
で
の
魚
や
鳥

は
、
自
動
化
さ
れ
た
知
覺
に
よ
っ
て
再
認
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い

の
だ
。

　

杜
甫
が
既
成
の
意
味
か
ら
生
き
物
を
解
放
し
得
た
の
は
、
川
合
氏

が
論
文
中
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
杜
甫
が
生
き
物

の
特
徴
的
な
動
き

0

0

を
捉
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。「
浣
花
草
堂
に
い
た

時
に
描
出
さ
れ
る
小
動
物
は
、
い
ず
れ
も
從
來
の
詩
で
は
捕
ら
え
ら

れ
な
か
っ
た
動
き
を
捉
え
、
日
々
の
充
足
感
に
浸
る
杜
甫
自
身
の
氣

分
と
一
體
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」（
一
二
六
頁
）。
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生
き
物
た
ち
の
具
體
的
な
動
き

0

0

が
、
對
象
の
概
念
化
を
防
ぐ
の
に
大

き
な
效
果
を
あ
げ
て
い
る
の
は
疑
い
な
い
。

　

こ
こ
で
評
者
が
興
味
を
覺
え
る
の
は
、
す
で
に
文
學
的
因
襲
を
背

負
っ
た
靜
物
─
─
動
き
の
な
い
植
物
・
器
物
な
ど
─
─
か
ら
、
杜
甫

が
そ
れ
を
覆
う
意
味
を
取
り
去
っ
た
詩
句
の
例
が
あ
る
か
ど
う
か
、

も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
經
て
意
味
か
ら

の
解
放
が
行
わ
れ
た
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
中
唐

の
李
賀
の
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
代
詞
の
手
法
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て

も
、
評
者
の
興
味
を
か
き
た
て
る
。
川
合
氏
が
論
文
中
で
述
べ
る
よ

う
に
「
人
は
生
き
物
に
意
味
を
與
え
る
こ
と
で
彼
ら
を
所
有
す
る
」。

だ
が
、
人
に
よ
る
所
有
─
─
支
配
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
─
─
は
、

そ
の
物
に
あ
る
特
定
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
時
點
で
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
と
も
い
え
る
。
と
す
れ
ば
、
既
成
の
名
を
用
い
ず
に
、
別
の

言
葉
で
事
物
を
言
い
換
え
る
李
賀
の
代
詞
の
手
法
も
、
人
の
支
配
か

ら
物
を
解
き
放
た
ん
と
す
る
試
み
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。「
ト
ル
ス
ト
イ
の
非
日
常
化
の
方
法
は
、
彼
が
事
物
を
通

0

0

0

0

0

0

常
用
い
ら
れ
て
い
る
名
前
で
呼
ば
ず
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
事
物
を
は
じ
め
て
見
た
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
の
よ
う
に
記
述
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ま
た
、
事
件
も
は
じ
め
て
起
こ
っ
た
も
の
の

よ
う
に
描
き
、
し
か
も
事
物
の
描
冩
に
あ
た
っ
て
は
、
廣
く
認
め
ら

0

0

0

0

0

れ
て
い
る
事
物
の
部
分
の
名
稱
を
使
用
せ
ず
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ほ
か
の
事
物
と
對

0

0

0

0

0

0

0

應
す
る
部
分
の
名
稱
で
事
物
を
名
づ
け
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
點
に
存
在
す

る
」（
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
『
散
文
の
理
論
』
十
七
頁
、
傍
點
は
評
者
に
よ
る
）。

杜
甫
を
現
實
主
義
の
詩
人
、
李
賀
を
超
現
實
主
義
の
詩
人
と
み
な
し

て
兩
者
を
對
立
さ
せ
る
構
圖
は
、
文
學
史
の
み
な
ら
ず
、
研
究
論
文

に
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
單
純
化
は
大
事
な
も

の
を
見
失
わ
せ
る
。
あ
る
物
を
「
非
日
常
化
」
し
、
人
の
支
配
か
ら

解
放
す
る
と
い
う
手
法
に
お
い
て
、
杜
甫
と
李
賀
の
閒
に
は
、
意
外

な
接
點
が
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
從
來
の
文
學
史
的
常
識
を

乘
り
越
え
る
た
め
の
示
唆
を
、
川
合
氏
の
本
論
文
は
我
々
に
與
え
て

く
れ
て
い
る
。

　

問
題
と
し
て
殘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
川
合
氏
の
い
う
「
小
さ
な
生

き
物
た
ち
」
が
杜
甫
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
た
の
か
、
言

い
換
え
れ
ば
、
特
定
の
意
味
に
覆
わ
れ
て
い
た
小
さ
な
生
き
物
た
ち

を
、
杜
甫
が
ど
う
し
て
新
鮮
な
眼
で
捉
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
微
細
な
も
の

へ
の
關
心
を
示
し
た
杜
詩
が
秦
州
期
に
至
っ
て
急
激
に
增
え
、
か
つ
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「
歸
燕
」「
促
織
」「
螢
火
」
と
い
っ
た
小
さ
な
生
き
物
た
ち
を
主
題

と
し
た
詠
物
詩
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
點

に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
松
原
氏
の
論
考
が
ヒ
ン
ト
を
與
え

て
く
れ
る
よ
う
に
思
う
。
松
原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
官
を
辭
し

て
秦
州
に
到
着
し
た
時
、
天
子
と
杜
甫
と
の
關
係
は
す
で
に
「
切

斷
」
さ
れ
て
い
た
。「
天
子
」
と
い
う
制
度
で
秩
序
づ
け
ら
れ
、

個
々
の
事
物
に
均
質
的
な
意
味
が
保
障
さ
れ
て
い
た
世
界
か
ら
離
脱

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
樣
々
な
物
が
、

新
鮮
な
驚
き
を
伴
っ
て
杜
甫
の
眼
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
無
論
、
秦
州
期
の
詠
物
詩
は
依
然
と
し
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
意
味
を
帶
び
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
成
都
期
に
「
小
さ
な

生
き
物
た
ち
」
を
見
出
す
た
め
の
下
地
が
、
秦
州
期
に
す
で
に
用
意

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
評
者
は
考
え
る
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

廣
德
二
年
（
七
六
四
）
六
月
、
杜
甫
は
劍
南
節
度
使
嚴
武
の
推
薦

に
よ
っ
て
節
度
參
謀
と
な
り
、
成
都
で
嚴
武
の
幕
府
に
出
仕
し
た
。

し
か
し
翌
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
正
月
に
、
杜
甫
は
職
を
辭
し
て
浣

花
草
堂
に
歸
り
、
さ
ら
に
同
年
夏
に
は
草
堂
を
後
に
し
て
舟
で
長
江

を
下
り
、
慌
た
だ
し
く
成
都
を
離
れ
る
。
比
較
的
安
定
し
て
い
た
成

都
で
の
暮
ら
し
を
杜
甫
が
な
げ
う
ち
、
家
族
を
連
れ
て
旅
立
っ
た
の

は
な
ぜ
な
の
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、『
舊
唐
書
』「
文
苑
傳
」

お
よ
び
『
新
唐
書
』「
文
藝
傳
」
の
記
載
に
も
と
づ
き
、
パ
ト
ロ
ン

で
あ
っ
た
嚴
武
が
亡
く
な
り
、
生
活
の
據
り
ど
こ
ろ
を
失
っ
た
こ
と

が
主
な
原
因
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
嚴

武
の
推
薦
に
よ
っ
て
杜
甫
が
得
た
檢
校
工
部
員
外
郎
と
い
う
身
分
は
、

實
際
の
職
務
が
な
い
名
目
上
の
官
─
─
い
わ
ゆ
る
虚
銜
─
─
で
あ
り
、

節
度
參
謀
と
し
て
幕
府
に
出
仕
す
る
に
當
た
り
、
形
式
的
に
與
え
ら

れ
た
肩
書
き
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
た
。
本
書

所
收
の
陳
尚
君
氏
「
杜
甫
の
離
蜀
後
の
行
跡
に
關
す
る
考
察
─
─
な

ら
び
に
杜
甫
の
死
に
つ
い
て
─
─
」
は
、
こ
の
二
つ
の
文
學
史
的
常
識

を
根
底
か
ら
覆
す
に
足
る
杜
甫
傳
記
論
の
白
眉
で
あ
る
。

　

陳
尚
君
氏
の
論
旨
は
極
め
て
明
快
で
あ
る
。
結
論
の
一
つ
は
、
杜

甫
が
成
都
を
發
っ
た
の
は
嚴
武
が
四
月
末
日
に
亡
く
な
る
前
の
こ
と

で
あ
り
、
杜
甫
の
旅
立
ち
と
嚴
武
の
死
と
は
關
わ
り
が
な
い
こ
と
。

主
な
根
據
と
し
て
、
①
親
し
い
閒
柄
で
あ
っ
た
嚴
武
の
死
を
悼
む
詩
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が
な
ぜ
か
成
都
で
作
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
②
杜
甫
は
永
泰
元
年
六

月
に
は
忠
州
に
到
着
し
て
お
り
、
途
中
で
も
多
く
の
地
に
逗
留
し
て

い
る
の
で
、
成
都
を
離
れ
た
の
は
遲
く
と
も
五
月
上
旬
か
ら
中
旬
で

あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
嚴
武
が
亡
く
な
っ
た
四
月
末
日
か
ら
十
日
前
後

と
い
う
短
い
期
閒
で
長
旅
の
準
備
が
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
。

③
同
年
春
に
草
堂
で
作
ら
れ
た
詩
の
内
容
か
ら
、
春
の
内
に
は
す
で

に
旅
立
ち
の
準
備
が
整
っ
て
い
た
樣
子
が
窺
え
る
こ
と
、
な
ど
が
擧

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
結
論
は
、
杜
甫
が
授
か
っ
た
檢
校
工
部
員
外
郎
の
官

は
決
し
て
虚
銜
で
は
な
く
、
朝
廷
で
の
就
任
を
前
提
と
し
た
實
職
で

あ
り
、
杜
甫
が
蜀
を
離
れ
た
目
的
は
都
で
官
職
に
就
く
た
め
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
。
主
な
根
據
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
の
は
、
杜
甫
自
身

の
詩
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
杜
甫
が
節
度
參
謀
の
職
を
辭
し
て
草
堂

に
歸
っ
た
後
の
作
品
「
春
日
江
村
五
首
」
で
は
、
其
の
三
・
其
の
四

で
員
外
郎
の
官
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
に
初
め
て
言
及
し
、
其
の
五
で

は
中
年
に
な
っ
て
朝
廷
に
召
さ
れ
た
賈
誼
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
て

い
る
。
ま
た
、
夔
州
時
代
の
作
で
あ
る
「
夜
雨
」
詩
に
は
「
籍
に
通

ず
る
も
多
病
を
恨
み
、
郎
と
爲
り
て
薄
遊
を
忝

か
た
じ
け
な

く
す
」
と
あ
り
、

員
外
郎
と
な
っ
た
こ
と
が
蜀
を
離
れ
て
旅
に
出
た
理
由
で
あ
る
と
明

言
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
陳
尚
君
氏
は
論
據
と
な
り
う
る
杜

甫
の
詩
句
を
數
多
く
引
用
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
中
の
一
つ
、
雲

安
で
の
作
と
さ
れ
る
「
客
堂
」
詩
に
「
臺
郎
選
才
俊
、
自
顧
亦
已
極
。

…
…
主
憂
豈
濟
時
、
身
遠
彌
曠
職
。
循
文
廟
算
正
、
獻
可
天
衢
直
。

尚
想
趨
朝
廷
、
毫
髮
裨
社
稷
」
と
あ
る
の
は
、
陳
氏
の
説
を
裏
づ
け

る
に
足
る
、
ひ
と
き
わ
重
要
な
詩
句
で
あ
る
と
評
者
は
思
う
。「
臺

郎
」
す
な
わ
ち
尚
書
省
の
員
外
郎
に
選
ば
れ
た
こ
と
と
、
朝
廷
に
驅

け
つ
け
て
國
家
に
貢
獻
し
た
い
と
い
う
思
い
が
同
時
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
も
と
よ
り
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
注
目
に
値

す
る
の
は
「
身
は
遠
く
し
て
彌い

よ

い
よ
職
を
曠む
な

し
く
す
」
と
い
う
認
識

の
表
明
で
あ
る
。「
職
を
曠
し
く
す
」
と
は
、
職
務
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
こ
と
、
も
し
く
は
職
位
は
あ
る
も
の
の
就
任
す
べ
き
人
物
が
そ

こ
に
い
な
い
こ
と
を
指
す
が
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
工
部

員
外
郎
が
實
際
の
職
務
を
伴
わ
な
い
虚
銜
で
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
認

識
を
杜
甫
が
抱
く
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
。

　

で
は
杜
甫
は
な
ぜ
當
初
の
目
的
地
で
あ
る
都
へ
は
つ
い
に
歸
る
こ

と
が
な
く
、
湖
南
を
漂
泊
し
て
そ
の
生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
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の
か
。
こ
の
問
い
に
對
し
、
陳
尚
君
氏
は
「
長
旅
の
疲
れ
に
よ
り
昔

の
病
が
再
發
し
、
雲
安
や
夔
州
の
地
で
療
養
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
、

官
職
に
就
任
す
る
時
期
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
」（
一
五
〇
頁
）
こ
と
を
、

そ
の
原
因
と
し
て
提
示
す
る
。「
朝
廷
内
部
の
舊
友
は
零
落
し
、
人

事
環
境
も
變
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
杜
甫
は
何
度
も
朝
廷
内
部
の

人
物
と
連
絡
を
取
り
、
要
人
に
よ
る
推
薦
を
求
め
た
が
、
復
職
の
話

は
決
着
せ
ず
、
漂
泊
寄
寓
の
生
活
を
重
ね
る
し
か
な
か
っ
た
」（
同

頁
）。
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
四
月
に
成
都
を
發
っ
た
杜
甫
が
雲
安
に

到
着
し
た
の
は
同
年
の
九
月
。
當
地
で
病
に
臥
せ
り
、
半
年
閒
の
足

止
め
を
食
っ
た
後
、
療
養
の
地
を
夔
州
に
移
し
た
の
が
翌
年
の
三
月
。

そ
こ
か
ら
三
峽
を
出
る
ま
で
に
、
お
よ
そ
一
年
十
か
月
を
要
し
て
い

る
。
そ
の
閒
に
し
か
る
べ
き
就
任
期
限
を
超
過
し
て
し
ま
っ
た
可
能

性
は
、
確
か
に
高
い
。
陳
氏
は
こ
こ
で
も
論
據
と
な
り
う
る
杜
甫
の

詩
句
を
渉
獵
し
、
都
へ
の
帰
還
と
官
職
就
任
が
病
に
よ
っ
て
妨
げ
ら

れ
た
こ
と
を
説
得
力
を
も
っ
て
證
し
て
い
る
。

　

陳
尚
君
氏
の
本
論
考
の
要か

な
め

は
、
正
史
の
記
載
を
批
判
的
に
讀
み

な
お
し
た
上
で
、
杜
甫
の
詩
そ
の
も
の
か
ら
詩
人
の
行
動
原
理
を
丹

念
に
探
り
、
さ
ら
に
周
邊
資
料
と
對
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
詩
人
の
傳

記
を
見
事
に
再
構
成
し
て
み
せ
た
點
に
存
す
る
。
陳
氏
も
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
新
舊
『
唐
書
』
の
敘
述
に
誤
り
が
多
い
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
た
事
實
と
し
て
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
正
史
と
し
て
の
權
威
性
は
、

な
お
も
我
々
の
思
考
に
無
意
識
の
う
ち
に
制
限
を
か
け
て
は
い
な
い

か
。
正
史
も
ま
た
膨
大
に
存
在
す
る
周
邊
資
料
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い

こ
と
を
自
覺
し
、
ま
ず
は
原
資
料
─
─
本
論
考
の
場
合
は
杜
甫
の
詩

─
─
を
丁
寧
に
讀
み
解
く
こ
と
の
必
要
性
を
、
本
論
考
は
讀
む
者
に

改
め
て
強
く
感
じ
さ
せ
る
。

　

な
お
、
本
書
評
の
冒
頭
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
陳
尚
君
氏
の

こ
の
論
考
は
既
發
表
の
論
文
を
著
者
の
許
諾
を
得
た
上
で
翻
譯
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
本
論
文
集
に
收
録
さ
れ
た
こ
と
に
は
、

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
評
者
は
考
え
る
。
理
由
の
一
つ
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
論
文
を
收
載
す
る
同
氏
著
『
敬
畏
傳
統
』（
復
旦
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）
が
、
な
ぜ
か
日
本
國
内
の
大
學
圖
書
館
に
ほ
と
ん
ど

所
藏
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
陳
氏
に
よ
っ

て
提
出
さ
れ
て
い
た
杜
甫
の
傳
記
に
關
す
る
新
説
が
、
そ
の
重
要
性

に
比
し
て
日
本
國
内
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
話
題
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
た
め
で
あ
る
。
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實
の
と
こ
ろ
、『
敬
畏
傳
統
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
論
文
「
杜
甫
離
蜀
後
的
行
止
試
析
─
─
兼
論
杜
甫
之
死
─
─
」
は
、

陳
尚
君
著
『
唐
代
文
学
叢
考
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
七

年
）
所
收
の
二
篇
の
論
文
「
杜
甫
爲
郎
離
蜀
考
」「
杜
甫
離
蜀
後
之

行
止
原
因
新
考
─
─
《
杜
甫
爲
郎
離
蜀
考
》
續
篇
」
を
總
合
し
て
内
容

を
擴
充
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
體
の
論
旨
に
大
き
な
變
更
は
認
め
ら

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
杜
甫
が
成
都
を
發
っ
た
の
は
嚴
武
が
亡
く
な

る
前
で
あ
り
、
檢
校
工
部
員
外
郎
の
官
が
虚
銜
で
は
な
く
、
杜
甫
が

蜀
を
離
れ
た
の
は
朝
廷
で
官
職
に
就
任
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う

新
説
は
、
い
ず
れ
も
一
九
九
七
年
の
時
點
で
す
で
に
世
に
問
わ
れ
て

い
た
。
日
本
で
は
、
齋
藤
茂
氏
の
書
評
「
中
國
學
の
本
流
を
受
け
繼

ぐ
研
究
／
陳
尚
君
『
唐
代
文
學
叢
考
』
書
評
」（『
東
方
』
二
〇
八
號
、

一
九
九
八
年
）
が
陳
尚
君
氏
の
本
説
を
い
ち
早
く
紹
介
し
、
さ
ら
に

は
松
原
朗
氏
が
「
杜
甫
夔
州
詩
考
序
論
─
─
尚
書
郎
就
任
を
巡
っ
て

─
─
」（『
中
國
文
學
研
究
』
二
九
、
二
〇
〇
三
年
）
の
中
で
、
陳
氏
の
新

説
を
よ
り
詳
し
く
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
問
題
點
を
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
本
書
評
の
冒
頭
で
掲
げ
た
、
杜
甫
に
關
す
る
近
年
の
專

著
八
種
の
中
で
、
陳
尚
君
氏
の
新
説
に
觸
れ
て
い
る
の
は
、
古
川
末

喜
氏
の
『
杜
甫
農
業
詩
研
究
』
の
み
で
あ
っ
た
。
興
膳
宏
氏
の
『
杜

甫
─
─
憂
愁
の
詩
人
を
超
え
て
』（
二
一
三
頁
）
お
よ
び
川
合
康
三
氏
の

『
杜
甫
』（
一
九
〇

－

一
九
一
頁
）
に
は
、
檢
校
工
部
員
外
郎
の
官
は

名
目
的
・
形
式
的
な
肩
書
き
で
あ
り
、
杜
甫
が
成
都
を
離
れ
た
の
は

嚴
武
の
死
が
契
機
で
あ
っ
た
旨
の
記
述
が
見
え
る
が
、
陳
氏
の
説
に

は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般
書
で
あ
る
が
ゆ
え
通
説
を
記
す
に
と

ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
簡
單
な
紹
介
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
よ

う
に
評
者
は
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
論
文
集
に
收
録
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
陳
尚
君
氏
の
杜
甫
傳
記
論
は
日
本
國
内
で
い
っ
そ
う

認
知
さ
れ
、
そ
の
説
の
當
否
が
檢
證
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
杜
甫
晩

年
の
傳
記
研
究
・
作
品
研
究
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　

陳
尚
君
氏
の
説
の
問
題
點
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
公
開

さ
れ
て
い
る
松
原
朗
氏
の
前
掲
論
文
「
杜
甫
夔
州
詩
考
序
論
」
で
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
參
照
し
て
頂
き
た
い
。
松

原
氏
は
、
陳
尚
君
氏
の
「
杜
甫
爲
郎
離
蜀
考
」
と
「
杜
甫
離
蜀
後
之

行
止
原
因
新
考
」
の
要
點
を
ま
と
め
、
そ
の
主
張
を
「
基
本
的
に
妥

當
と
考
え
る
立
場
に
あ
る
」
こ
と
を
表
明
し
た
上
で
、
陳
氏
が
論
據

と
し
て
擧
げ
る
一
部
の
作
品
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
疑
問
點
を
示
し
、
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夔
州
期
の
詩
に
見
ら
れ
る
朝
廷
へ
の
歸
還
と
員
外
郎
就
任
に
對
す
る

願
望
の
推
移
に
つ
い
て
、
陳
氏
と
は
異
な
る
獨
自
の
論
を
展
開
し
て

い
る
。
な
お
本
書
所
收
の
論
文
「
杜
甫
の
離
蜀
後
の
行
跡
に
關
す
る

考
察
」
に
お
い
て
は
、
松
原
氏
が
制
作
時
期
に
つ
い
て
疑
問
を
提
示

し
て
い
た
作
品
の
う
ち
、「
搖
落
」
詩
と
「
江
上
」
詩
の
二
例
が
削

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
松
原
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
舊
稿
の

問
題
點
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

評
者
が
一
番
腑
に
落
ち
な
い
の
は
、
陳
尚
君
氏
に
よ
る
杜
甫
傳
記

論
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
「
杜
甫
の
離
蜀
後
の
行
跡
に
關
す
る
考

察
」
か
ら
、
唐
代
の
檢
校
官
に
つ
い
て
の
考
察
部
分
が
す
っ
ぽ
り
拔

け
落
ち
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
氏
著
『
唐
代
文
学
叢
考
』
所
收
の

「
杜
甫
爲
郎
離
蜀
考
」
に
は
、
唐
代
の
檢
校
官
制
度
の
變
遷
に
つ
い

て
詳
し
く
論
じ
た
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
陳
尚
君
氏
は
、

唐
代
の
檢
校
官
は
も
と
も
と
虚
銜
で
は
な
く
、
實
職
で
は
あ
る
も
の

の
ま
だ
正
式
な
任
命
を
經
て
い
な
い
官
で
あ
っ
た
の
が
、
肅
宗
・
代

宗
の
頃
を
境
と
し
て
虚
銜
に
轉
じ
て
い
っ
た
こ
と
、
郎
中
・
員
外
郎

の
檢
校
官
の
虚
銜
化
は
や
や
遲
く
、
杜
甫
が
検
校
工
部
員
外
郎
に
任

命
さ
れ
た
以
後
に
お
い
て
も
、
檢
校
官
で
あ
っ
た
人
物
が
後
ほ
ど
正

式
に
そ
の
官
に
任
命
さ
れ
た
例
が
な
お
も
確
認
で
き
る
こ
と
を
、
豐

富
な
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
説
得
力
を
も
っ
て
論
じ
て
い
る
。
杜
甫

が
蜀
を
離
れ
た
目
的
が
都
で
官
職
に
就
く
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
證

す
る
の
に
、
こ
の
一
連
の
考
察
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
煩
を
厭
わ

ず
、
唐
代
の
檢
校
官
制
度
に
關
す
る
舊
稿
の
記
述
が
加
え
ら
れ
て
い

れ
ば
、「
杜
甫
の
離
蜀
後
の
行
跡
に
關
す
る
考
察
」
は
、
獨
立
し
た

一
本
の
論
考
と
し
て
、
い
っ
そ
う
完
成
度
の
高
い
も
の
に
な
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
本
論
考
の
譯
者
に
心
よ
り
勞
い
の
言
葉
を
贈
り
た
い
。

陳
尚
君
氏
が
次
々
と
引
用
す
る
膨
大
な
資
料
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
な

訓
讀
を
附
し
つ
つ
、
相
當
な
分
量
の
あ
る
元
の
論
文
を
こ
こ
ま
で
正

確
に
翻
譯
す
る
に
當
た
っ
て
、
譯
者
が
多
大
な
る
勞
力
と
時
閒
を
費

や
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
日
本
國
内
で
は
目
に
觸
れ
に
く

か
っ
た
陳
尚
君
氏
の
最
新
の
傳
記
論
を
、
本
書
の
讀
者
が
勞
せ
ず
し

て
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
譯
者
に
よ
る
渾
身

の
譯
業
の
ゆ
え
で
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
こ
と
を
重
々
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
注
文
を
申
し
述

べ
る
な
ら
、
最
終
的
な
校
正
作
業
の
詰
め
の
甘
さ
が
若
干
氣
に
な
っ



─ 155─

書　
　
　

評

た
。
訓
讀
文
と
そ
の
後
の
原
文
と
の
文
字
が
一
致
し
て
い
な
い
箇
所

が
多
々
あ
り
、
か
つ
誤
字
も
隨
所
に
見
ら
れ
る
。
杜
甫
の
弟
の
名

「
穎
」
が
「
潁
」
に
な
り
（
一
五
四
頁
）、『
明
皇
雜
録
』
の
撰
者

「
鄭
處
誨
」
が
「
鄭
處
海
」
に
な
り
（
一
六
五
頁
）、
宋
・
王
得
臣
の

筆
記
『
麈
史
』
が
『
塵
史
』
に
な
っ
て
い
る
（
一
六
五
頁
）
の
は
ま

だ
よ
い
と
し
て
、
論
文
末
尾
で
陳
尚
君
氏
の
論
文
の
原
載
書
名
を

『
畏
敬
傳
統
』
と
誤
っ
て
い
る
の
は
（
正
し
く
は
『
敬
畏
傳
統
』）、
著

者
へ
の
禮
を
欠
く
の
み
な
ら
ず
、
讀
者
が
原
載
書
をCiN

ii

な
ど
で

探
そ
う
と
し
た
際
に
檢
索
結
果
か
ら
漏
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
ま

た
誤
字
と
は
別
に
、
中
國
語
の
簡
體
字
が
變
換
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
誤
變
換
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
目
立
っ
た
（「
巴
山
裏
」
→
「
巴

山
里
」
一
三
九
頁
／
「
毫
髮
」
→
「
毫
發
」
一
四
四
頁
／
「
衞
伯
玉
」
→

「
韋
伯
玉
」
一
四
七
頁
／
「
孟
雲
卿
」
→
「
孟
云
卿
」
一
五
四
頁
な
ど
）。

こ
う
し
た
誤
變
換
は
、
本
書
所
收
の
莫
礪
鋒
氏
「
宋
人
に
よ
る
杜
詩

校
勘
の
成
果
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
」
の
譯
文
に
お
い
て
も
少
な
か

ら
ず
見
ら
れ
る
。
多
少
の
校
正
漏
れ
な
ら
氣
に
な
ら
な
い
が
、
こ
こ

ま
で
數
が
多
い
と
さ
す
が
に
論
文
を
讀
ん
で
い
て
引
っ
か
か
り
を
覚

え
る
。

　

な
お
校
正
と
は
關
係
な
い
が
、
訓
讀
文
に
も
う
少
し
多
く
ル
ビ
が

振
っ
て
あ
る
と
、
よ
り
原
文
の
意
味
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
よ
う
に

思
う
。
少
な
く
と
も
、
一
三
八
頁
の
「
悵
く
望
む
」、
一
四
四
頁
の

「
文
を
循
め
て
」、
一
四
六
頁
の
「
病
肺
に
跼
き
」
な
ど
は
、
ル
ビ

無
し
で
は
譯
者
の
訓
み
が
讀
者
に
傳
わ
り
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

一
三
九
頁
の
「
浦
注
」
や
一
五
二
頁
の
「
牙
將
」
な
ど
の
語
に
つ
い

て
も
、
原
文
の
語
を
そ
の
ま
ま
譯
文
に
用
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
「
浦
起
龍
の
注
」「
中
下
級
の
將
校
」
の
よ
う
に
言
い
か
え
る

だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
印
象
は
變
わ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
點
で
は
、

本
書
所
收
の
葛
曉
音
氏
「
杜
甫
七
律
の
「
變
格
」
の
原
理
と
意
義

─
─
明
代
詩
論
に
見
ら
れ
る
七
律
の
傾
向
に
關
す
る
論
爭
を
手
が
か
り
に

─
─
」
に
お
け
る
、
丸
井
憲
氏
の
譯
が
大
い
に
參
考
に
な
る
。
丸
井

氏
の
翻
譯
は
、
訓
讀
文
に
多
め
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
て
讀
み
や
す

い
だ
け
で
な
く
、「
材
料
一
つ
と
し
て
揀け

ん

擇じ
ゃ
く

［
選
り
好
み
］
無
く
」

（
二
二
八
頁
）
の
よ
う
に
、
訓
讀
の
み
で
意
味
が
取
り
に
く
い
箇
所

に
は
、
譯
者
自
身
の
注
記
が
括
弧
内
に
適
宜
附
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
は
「
七
律
と
い
う
體
式
［
體
裁
・
樣
式
］
の
原
理
」（
二
二
五
頁
）

な
ど
の
よ
う
に
、
訓
讀
以
外
の
箇
所
で
も
、
著
者
の
言
葉
を
そ
の
ま
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ま
用
い
つ
つ
注
記
に
よ
っ
て
説
明
を
補
う
と
い
っ
た
工
夫
が
隨
所
に

見
ら
れ
る
。
譯
者
に
そ
こ
ま
で
の
負
擔
を
強
い
る
の
が
酷
な
話
で
あ

る
こ
と
は
重
々
承
知
の
上
だ
が
、
丸
井
氏
の
利
便
性
の
高
い
翻
譯
の

ス
タ
イ
ル
は
、
古
典
分
野
の
中
國
語
の
論
文
を
譯
す
に
當
た
っ
て
今

後
選
択
肢
の
一
つ
に
入
れ
ら
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
う
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

以
上
、
本
書
所
收
の
論
文
の
中
か
ら
三
篇
を
選
り
す
ぐ
り
、
評
者

な
り
に
内
容
を
整
理
し
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
。
評
者
の
力
不
足
の

ゆ
え
、
紹
介
は
や
は
り
限
定
的
に
な
り
、
本
論
文
集
の
全
體
を
鳥
瞰

す
る
視
點
を
つ
い
に
持
ち
え
な
か
っ
た
憾
み
が
あ
る
。
だ
が
、
今
回

取
り
上
げ
た
松
原
朗
氏
・
川
合
康
三
氏
・
陳
尚
君
氏
の
論
考
は
い
ず

れ
も
、
杜
甫
に
關
す
る
既
定
の
文
學
史
的
常
識
に
搖
さ
ぶ
り
を
か
け

る
意
欲
作
で
あ
り
、
こ
の
三
篇
を
收
録
し
て
い
る
段
階
で
、
本
書
が

杜
甫
研
究
史
上
に
お
い
て
有
す
る
價
値
は
十
分
に
擔
保
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
今
回
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
他
の
著
者

の
論
文
も
皆
そ
れ
ぞ
れ
獨
創
的
で
意
欲
に
滿
ち
、
細
分
化
さ
れ
た
杜

甫
研
究
の
各
分
野
を
更
新
す
る
に
足
る
意
義
と
原
動
力
と
を
具
え
た

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
書
評
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
『
中
國
文
學
報
』
第
八
三
册

「
杜
甫
誕
生
一
千
三
百
年
特
刊
」
所
收
の
論
文
に
は
、
本
書
『
生
誕

千
三
百
年
記
念　

杜
甫
研
究
論
集
』
所
收
の
論
文
と
テ
ー
マ
が
部
分

的
に
重
な
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、『
中
國
文

學
報
』
所
收
の
興
膳
宏
氏
「
杜
甫
と
七
言
律
詩
─
─
こ
と
に
拗
體
詩
に

つ
い
て
─
─
」
と
、
平
田
昌
司
氏
「
制
御
さ
れ
た
逸
脱
─
─
杜
甫
七
言

拗
律
論
─
─
」、
お
よ
び
本
書
所
收
の
丸
井
憲
氏
「
七
言
拗
律
論
の
濫

觴
と
展
開
─
─
杜
甫
か
ら
黄
庭
堅
へ
と
受
け
繼
が
れ
た
も
の
─
─
」
は
、

い
ず
れ
も
杜
甫
の
拗
體
詩
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
だ
が
、
皆
そ
れ
ぞ

れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
、

『
中
國
文
學
報
』
所
收
の
小
南
一
郎
氏
「
杜
甫
の
秦
州
詩
」
と
金
文

京
氏
「
山
人
と
し
て
の
杜
甫
」
は
、
本
書
評
で
も
問
題
に
し
た
、
杜

甫
「
立
秋
後
題
」
詩
の
句
「
罷
官
亦
由
人
、
何
事
拘
形
役
」
に
對
し

て
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
の
解
釋
を
提
示
し
て
お
り
、
松
原
朗
氏
「
杜
甫
の

「
詩
の
死
」
─
─
そ
し
て
秦
州
に
お
け
る
詩
の
復
活
─
─
」
の
内
容
と

も
密
接
に
關
わ
る
。
さ
ら
に
は
、『
中
國
文
學
報
』
所
收
の
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
Ｈ
・
ニ
イ
ハ
ウ
ザ
ー
・
Jr.
氏
「
記
憶
の
再
現
─
─
杜
甫
「
江
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書　
　
　

評

漢
」
を
讀
む
─
─
」
が
提
示
し
た
、
杜
甫
の
名
篇
「
江
漢
」
の
新
し

い
讀
み
方
は
、
本
書
所
收
の
土
谷
彰
男
氏
「
杜
陵
野
客
と
腐
儒
」
の

論
旨
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
杜
甫
研
究
は
新
た
な
實

を
結
ん
だ
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
種
子
が
放
た
れ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
本
書
所
收
の
論
文
が
提
出
し
た
諸
々
の
新
し

い
學
説
は
、
今
後
異
な
る
學
説
と
衝
突
し
、
あ
る
い
は
融
合
し
な
が

ら
辯
證
法
的
に
杜
甫
の
研
究
史
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

�

（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
十
月
、
四
六
三
頁
）




